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（参考）期末配当予想について 

（1）配当予想の内容 

 年間配当金 

 第 2 四半期末 期末 合計 

 

前回予想 

円 銭 

26.00 

円 銭 

26.00 

円 銭 

52.00 

今回予想 ― 26.00 52.00 

当期実績 26.00 ― ― 

前期実績（平成 29 年 3 月期） 25.00 26.00 51.00 

 

（2）修正しない理由 

   当社は、毎期の業績、継続的な成長のための投資等を勘案しながら、企業価値の増加に応じて株

主様のご期待に応えるよう、安定的に配当を行うことを基本方針としております。 

   当期は、上記 1 のとおりファルテックの不適切な会計処理等により通期連結業績予想を下方修正

いたしましたが、当該事象による損失を除く業績は概ね順調に推移しており、期末配当は前回公表

した予想のとおり 1 株当たり 26 円とさせていただく予定です。 

   なお、これにより年間配当金は、第 2 四半期末の 26 円と合わせて、1 株当たり 52 円となる予定

です。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今

後様々な要因により実際の業績及び配当が記載の予想数値と異なる可能性があります。 
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